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四　

災
害
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
、
伝
統
的
避
難
場
所
の
再
発
見
と
継
承

茂　

木　
　
　

栄

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
の
直
後
か
ら
、
私
た
ち
は
伝
統
的
な
宗
教
的
景
観（
主
に
鎮
守
の
森
と
神
社
）が
被
災
を
免
れ
、
何
も
な
く
な
っ
た
集
落
の

中
に
、
無
傷
で
残
って
い
る
光
景
を
随
所
で
見
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
、
そ
の
経
過
を
観
察
し
続
け
る
こ
と
で
探
って

き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
震
災
後
、
残
っ
た
神
社
と
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
復
興
と
の
推
移
を
見
な
が
ら
、
神
社
に
付
随
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェア
と
し
て
の
祭
や
民

俗
芸
能
、
行
事
が
大
き
な
力
に
な
っ
て
いっ
た
こ
と
を
観
察
す
る
こ
と
で
き
た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
、
伝
統
的

宗
教
景
観
が
自
然
災
害
か
ら
人
々
を
守
り
、
そ
の
後
の
復
興
の
礎
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
事
例
を
記
述
す
る
こ
と
で
、
以
下
の
内
容
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た（

１
）。

（
１
）コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
復
興
と
伝
統
文
化
の
継
承
と
し
て
、
火
災
を
退
け
た
奇
跡
の
社
と
し
て
祭
の
シ
ス
テ
ム
が
被
災
者
を
助
け
た
大
槌
町
の

二
つ
の
小
鎚
神
社（
小
鎚
神
社
、
臼
澤
小
鎚
神
社
）な
ど
。

（
２
）鵜
住
神
社（
鵜
住
居
―
津
波
て
ん
で
ん
こ
・
奇
跡
と
悲
劇
、
供
養
絵
馬
な
ど
）、
重
要
社
叢
の
現
況
記
録
調
査
、
震
災
シ
ン
ボ
ル
の
誕
生
と

聖
地
化
と
今
後
に
つい
て
。

（
３
）山
田
八
幡
宮
神
輿
修
復
終
了
・
奉
祝
神
輿
渡
御
祭
及
び
八
幡
宮
神
幸
祭
復
活
を
中
心
に
。

　

そ
し
て
、
本
稿
で
は
命
を
守
る
山
に
つい
て
の
現
地
調
査
の
報
告
を
記
す
こ
と
と
し
た
。
い
の
ち
山
伝
承（
静
岡
県
袋
井
市
の
旧
浅
羽
町
）と
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し
て
は
、
中
新
田
命
山（
静
岡
県
袋
井
市
中
新
田
）、
大
野
命
山（
静
岡
県
袋
井
市
大
野
）、
平
成
の
命
山（
静
岡
県
袋
井
市
旧
浅
羽
町
）―
宮
城

県
名
取
市
閖
上
港
日
和
山
―
各
地
の
日
和
山
の
事
例（
新
潟
県
新
潟
港
日
和
山
、
福
井
県
坂
井
市
三
国
湊
日
和
山
、
茨
木
県
ひ
た
ち
な
か
市

那
珂
湊
日
和
山
、
三
重
県
鳥
羽
市
鳥
羽
港
日
和
山
、
三
重
県
志
摩
市
磯
部
町
小
的
矢
日
和
山
、
大
的
矢
日
和
山
）
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
に
よ
り
、
大
津
波
か
ら
住
民
の
命
を
守
っ
た
森
の
話
、
住
民
の
命
を
高
潮
・
津
波
か
ら
守
る
た
め
に
築
か
れ
た
命
山
、
海
と
空

を
観
察
す
る
た
め
の
日
和
山
な
ど
、
災
害
か
ら
命
を
守
る
伝
統
的
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
現
代
に
も
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
施
設

と
考
え
方
が
調
査
研
究
を
重
ね
る
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
特
に
命
を
守
る
山
に
つ
い

て
注
目
し
、
報
告
す
る
。

遠
州
灘
沿
い
に
点
在
し
た
命
山
へ
の
注
目

　

静
岡
県
袋
井
市
旧
浅
羽
町
に
は
、
ヤ
マ（
山
）、
ツ
カ
ヤ（
塚
屋
）、
ツ
キ
ヤ
マ（
築
山
）、
タ
カ（
高
）、
イ
ノ
チ
ヤ
マ（
命
山
）
と
呼
ば
れ
る
微
高
地

が
あ
る
。『
浅
羽
町
史 

民
俗
編（

２
）』に

よ
れ
ば
、「
ツ
カ
ヤ
は
、
松
原
に
あ
る
よ
う
に
屋
敷
に
ヤ
マ
を
取
り
込
み
、
な
お
、
そ
の
上
に
地
の
神

を
祀
っ
て
生
活
の
安
泰
を
願
っ
た
屋
敷
の
付
設
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
土
盛
り
を
し
て
、
水
害
の
際
に
こ
の
ツ
カ
ヤ
に
上
っ
て
避
難
生

活
を
お
く
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ツ
カ
ヤ
の
発
展
し
た
も
の
と
し
て
、
砂
山
を
共
同
で
さ
ら
に
高
く
し
て
稲
荷
な
ど
を
祀
っ
た
も
の
が
、
大

野
や
中
新
田
に
見
ら
れ
る
命
山
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」。
ま
た
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
命
山
は
、
延
宝
八
年
の
高
潮
を
契
機
に
横
須
賀
藩

の
命
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

静
岡
県
袋
井
市
中
新
田
に
は
、
小
高
い
丘
が
あ
り
、
命
山
と
呼
ば
れ
る
そ
の
山
の
由
緒
を
記
し
た
看
板
が
山
の
登
り
口
に
建
て
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
案
内
板
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

静
岡
県
指
定
文
化
財　

史
跡　

中
新
田
命
山　

か
つ
て
の
中
新
田
大
野
地
区
は
集
落
の
東
側
や
北
側
に
か
け
て
入
江
が
深
く
入
り
込
み
、
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高
潮
の
被
害
を
受
け
や
す
い
地
形
で
し
た
。
延
宝
八
年（
一六
八
〇
）

八
月
六
日
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
台
風
は
、
江
戸
時
代
最
大
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
静
岡
県
内
で
は

吉
原
・
大
井
川
・
横
須
賀
・
浅
羽
・
浜
名
湖
口
地
方
で
高
潮
が
発
生

し
た
ほ
か
、
江
戸
、
三
河
国
、
田
原
（
愛
知
県
東
部
）
西
尾
、
吉
田

（
豊
橋
）
な
ど
で
も
高
波
と
高
潮
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
延
宝

八
年
か
ら
二
年
ほ
ど
の
間
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
百
姓
伝
記
』

に
は
、
打
ち
寄
せ
た
波
は
、
横
須
賀
城
の
中
土
井
の
前
で
止
ま
り
、

城
よ
り
南
東
村
々
、
西
の
村
々
は
潮
浸
り
に
な
っ
た
。
中
で
も
東

同
笠
村
、
西
同
笠
村
・
大
野
新
田
・
中
新
田
・
今
沢
新
田
に
潮
が

強
く
当
た
り
、
こ
の
村
々
で
３
０
０
人
が
死
ん
だ
と
被
害
の
す
さ

ま
じ
さ
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。『
横
須
賀
根
元
歴
代
明
鑑
』
に
よ
る
と
、
中
新
田
の
命
山
（
助
け
山
と
も
記
さ
れ
る
）
は
延
宝
の

高
潮
災
害
の
後
に
造
ら
れ
、
そ
の
後
の
高
潮
で
は
村
人
全
員
が
こ
の
山
に
登
り
、
船
で
対
岸
の
横
須
賀
か
ら
食
料
を
調
達
し
た
り
、
潮
が

引
く
の
を
待
っ
た
こ
と
な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　

形
状　

中
新
田
の
命
山
は
、
周
り
の
砂
質
土
の
土
を
盛
り
上
げ
て
築
か
れ
ま

し
た
。
形
状
は
二
段
築
城
の
方
形
で
、
基
底
部
が
東
西
三
二
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
二
メ
ー
ト
ル
の
方
形
。
上
段
部
は
東
西
一八
メ
ー
ト
ル
、

南
北
二
六
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
。
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
す
。
大
野
の
命
山
は
粘
土
質
の
土
を
盛
り
上
げ
て
築
か
れ
、
形
態
も
小
判

型
と
い
う
よ
う
に
同
じ
命
山
で
も
両
者
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

二
〇
〇
七
年
三
月
二
十
日
指
定

中新田命山　静岡県袋井市（旧磐田郡浅羽町）
中新田
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大
野
命
山
（
静
岡
県
袋
井
市
大
野
）
に
は
、
山
頂
に
稲
荷
社
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
案
内
板
に
記
載
さ
れ
る
内
容
は
、
中
新
田
命
山
の
説
明
と
前
半
は
同

一
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
野
の
命
山
も
中
新
田
命
山
と
同
一
時
期
に
造
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
し
、「
静
岡
県
指
定
文
化
財　

史
跡　

大
野
命
山
」
と
の

表
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
形
状　

大
野
の
命
山
は
、
周
り
の
粘
土
質

の
土
を
盛
り
上
げ
て
築
か
れ
ま
し
た
。
西
側
が
削
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
形
状
は

二
段
築
城
の
小
判
型
で
、
基
底
部
が
東
西
二
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
八
メ
ー
ト

ル
の
方
形
。
上
段
部
は
東
西
一
七
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
七
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
。

高
さ
三
．
七
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
す
。
中
新
田
の
命
山
は
砂
質
の
土
を
盛
り
上

げ
て
築
か
れ
、
形
態
も
方
形
と
い
う
よ
う
に
同
じ
命
山
で
も
両
社
は
異
な
っ
て

い
ま
す
。
二
〇
〇
七
年
三
月
二
十
日
指
定
」
と
あ
る
。

現
代
の
命
山　

　

袋
井
市
で
は
、
旧
浅
羽
地
区
の
命
山
の
伝
統
を
承
け
、
平
成
二
十
八
（
二

〇
一
六
）
年
、
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
に
津
波
・
高
潮
か
ら
住
民
の
命
を
守
る

現
代
の
命
山
を
築
造
し
た
。

　

◆
中
新
田
地
区
命
山　

き
ぼ
う
の
丘　
　

　

平
成
二
十
八
年
三
月
完
成　

収
容
人
員
４
０
０
人　

天
端
海
抜
10
メ
ー
ト
ル
。

大野地区命山　寄木の丘 中新田地区命山　きぼうの丘
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◆
大
野
地
区
命
山　

寄
木
の
丘　

　

平
成
二
十
八
年
三
月
完
成　

収
容
人
員
３
０
０
人　

天
端
海
抜
10
メ
ー
ト
ル
。

　

◆
湊
地
区
命
山　

江
川
の
丘　

　

平
成
二
十
九
年
二
月
完
成　

収
容
人
員
３
０
０
人　

天
端
海
抜
10
メ
ー
ト
ル
。

　
こ
れ
ら
現
代
の
命
山
は
、
非
常
の
防
災
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
普
段
、
展
望
台

と
し
て
町
の
全
景
空
の
様
子
、
海
の
様
子
な
ど
を
観
察
で
き
る
、
憩
い
の
場
と
も
な
っ

て
い
る
。

日
和
山

　

江
戸
時
代
の
海
運
業
の
発
展
に
伴
っ
て
、
整
備
さ
れ
た
風
待
ち
の
港
を
見
下
ろ
す
小
高
い
山
に
、
観
天
望
気
の
た
め
、
日
和
を
見
る
た
め
に

造
ら
れ
た
山
で
あ
る
。
共
通
し
て
日
和
山
と
呼
ば
れ
た
。
作
っ
た
の
は
、
船
主
で
あ
る
廻
船
問
屋
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
各
地
に
残
る
方
位
石
の

刻
字
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

日
和
山
の
役
目
と
し
て
、
南
波
松
太
郎
氏
に
よ
れ
ば（

３
）、

次
の
五
つ
の
主
役
目
と
三
つ
の
副
役
目
と
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
主
役

目
と
は
、「
日
和
を
見
る
こ
と
」、「
出
船
を
見
送
る
こ
と
」、「
入
船
を
望
見
す
る
こ
と
」、「
入
船
と
の
連
絡
を
と
る
こ
と
」、「
入
船
の
目

印
と
な
る
こ
と
」、
副
役
目
と
は
、「
遊
覧
場
所
と
な
る
こ
と
」、「
商
人
の
商
況
判
断
の
資
料
を
得
る
こ
と
」、「
唐
船
見
張
り
番
所
の
設
置

と
砲
台
の
築
造
」
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
一
つ
の
日
和
山
で
こ
れ
ら
す
べ
て
を
兼
ね
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
絶
対
の
共
通
条
件
は
日
和
を
見
る
こ
と
で
あ

湊地区命山　江川の丘
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り
、
海
の
様
子
、
空
の
様
子
、
観
天
望
気
を
目
的
と
し
て
い
た
。

石
巻
市
日
和
山
鎮
座
鹿
島
御
児
神
社
（
日
和
山
神
社
）

　

石
巻
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
か
ら
、
そ
の
日
和
山
が
多
く
の
人
命
を
救
っ
た
と
い
う
。
石
巻
市
は
、
平
成
二
十
三（
二
〇
一一
）年
三

月
十
一日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
死
者
三
二
七
七
名
、
関
連
死
二
七
六
名
、
行
方
不
明
四
一八
名
（
令
和
二
〔
二
〇
二
〇
〕
年
十
二
月
末

日
現
在
・
石
巻
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）
も
の
犠
牲
者
が
出
て
し
ま
っ
た
。

　

石
巻
市
の
最
も
津
波
被
害
が
大
き
か
っ
た
北
上
川
河
口
石
巻
湾
一
帯
を
一
望
で
き
る
日
和
山
の
山
頂
の
丘
に
鎮
座
す
る
の
が
、
式
内
社
と

し
て
の
古
い
由
緒
を
誇
る
鹿
島
御
児
神
社
で
あ
る
。
震
災
当
日
、
近
隣
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
多
く
の
命
が
救
わ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。

　

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
『
平
成
祭
デ
ー
タ（

４
）』

に
は
、「「
鹿
島
御
児
神
社
由
緒
略
記
」
に
よ
れ
ば
、
当
社
は
、
延
喜
式
神
名
帳
所
載
の
式
内
社
で
、
国

史
現
存
社
と
し
て
最
も
由
緒
深
い
神
社
で
あ
り
ま
す
」
と
あ
り
、
続
け
て
、「
当
神
社
創
建
の
由
来
縁
起
に
つい
て
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
史

料
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
従
前
の
調
査
、
お
よ
び
史
跡
・
口
碑
・
伝
説
・
社
蔵
文
書
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
往
古
、
関
東
の
鹿
島
、
香
取
の
両

神
宮
祖
神
の
御
子
が
共
に
命
を
受
け
て
海
路
奥
州
へ
下
向
し
、
東
夷
の
征
伐
と
辺
土
開
拓
の
経
営
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
乗
船
が
た
ま

た
ま
石
巻
の
沿
岸
に
到
着
、
停
泊
し
て
錨
を
操
作
し
た
際
、
石
を
巻
上
げ
た
こ
と
か
ら
、
石
巻
と
い
う
地
名
の
発
祥
を
み
た
の
だ
と
の
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。
石
巻
に
上
陸
さ
れ
た
両
御
子
は
先
住
蛮
賊
地
帯
で
あ
っ
た
奥
州
に
お
け
る
最
初
の
足
跡
を
し
る
し
た
大
和
民
族
の
大
先
達
で

あ
り
、
開
拓
の
先
駆
者
と
し
て
偉
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
地
方
開
発
の
祖
神
で
あ
り
ま
す
。
当
社
は
代
々
、
使
臣
、
藩
主
等
の
尊
崇
厚
く
、

社
領
を
寄
進
し
、
幣
物
を
贈
り
、
ま
た
社
殿
を
修
築
し
、
宝
物
の
寄
進
等
あ
り
。
明
治
七
年
、
旧
村
社
に
列
す
。
大
正
十
年
、
旧
郷
社
に

列
格
。
昭
和
十
年
、
県
社
に
列
格
。
当
社
は
勝
利
の
神
と
し
て
職
業
繁
栄
を
守
り
、
悪
疫
除
け
の
神
、
安
産
の
神
、
鬼
門
除
け
の
神
、
海
上

安
全
の
守
護
神
と
し
て
、
ま
た
交
通
安
全
祈
願
の
霊
験
著
し
く
、
そ
の
信
仰
ま
す
ま
す
盛
ん
で
あ
り
ま
す
。」
と
あ
る
。
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ま
た
、
一
般
社
団
法
人 

石
巻
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://i-kanko.com

/

）
に
よ
れ
ば
、

　

全
国
に
は
約
80
カ
所
の
日
和
山
が
あ
り
、
江
戸
時
代
千
石
船
の
出
入
航
の
日
和
を
見
る
場
所
や
航
路
目
標
の
重
要
な
山
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
巻
の
日
和
山
東
南
の
中
腹
に
「
マ
ネ
キ
」（
航
路
を
指
示
す
る
場
所
）
と
い
う
通
称
名
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
江
戸

時
代
に
栄
え
た
船
運
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
和
山
は
高
さ
五
六
メ
ー
ト
ル
、
北
上
川
河
口
に
位
置
す
る
洪

積
段
丘
の
孤
立
丘
で
、
武
神
を
祭
る
牡
鹿
十
座
の一つ
鹿
島
御
児
神
社
（
窪
木
家
・
旧
県
社
）
が
そ
の
頂
上
に
建
立
さ
れ
、
元
来
は
五
月
十

五
日
が
祭
礼
の
日
と
な
って
い
ま
す
。
社
伝
に
よ
れ
ば
、
宝
亀
十
一（
七
八
〇
）
年
十
二
月　

陸
奥
鎮
守
副
将
軍
・
百
王
俊
哲
の
奏
上
が
鎮

座
の
起
源
と
伝
え
ら
れ
、
中
世
に
は
奥
州
総
奉
行
葛
西
氏
の
城
「
石
巻
城
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
禄
二
（
一五
九
三
）
年

政
宗
朝
鮮
出
兵
の
際
、
水
軍
指
揮
の
功
績
の
あ
っ
た
阿
部
十
郎
兵
衛
土
佐
の
奉
納
し
た
軍
配
団
扇
が
現
在
で
も
同
社
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
元
禄
二
年
に
は
松
尾
芭
蕉
と
曽
良
が
訪
れ
、
石
巻
の
繁
栄
ぶ
り
に
驚
か
さ
れ
た
様
子
が
『
奥
の
細
道
』
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
小
野
寺
鳳
谷
に
よ
る『
仙
臺
石
巻
湊
眺
望
之
全
圖
』に
も
石
巻
の
繁
栄
ぶ
り
が
、
パ

ノ
ラ
マ
風
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
大
正
初
期
に
公
園
整
備
さ
れ
、
桜
の
他
つつ
じ
で
彩
ら
れ
る
憩
の
場
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
吉

田
松
陰
・
志
賀
直
哉
、
井
伏
鱒
二
、
廣
津
和
郎
、
宇
野
浩
二
等
も
眺
望
を
楽
し
み
、
芭
蕉
、
保
原
花
好
、
石
川
啄
木
、
宮
澤
賢
治
、
斎
藤
茂

吉
、
種
田
山
頭
火
、
釈
迢
空
、
新
田
次
郎
、
山
形
敞一等
、
多
数
の
文
学
碑
や
、
川
村
孫
兵
衛
、
芭
蕉
曽
良
像
等
の
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
海
運
の
た
め
の
日
和
山
か
ら
、
近
代
に
入
り
市
民
た
ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
眺
望
を
楽
し
む
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
て
き
た
場
所
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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宮
城
県
名
取
市
閖
上
港
日
和
山

　

名
取
市
閖
上
四
丁
目
に
小
高
い
丘
が
造
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
日
和
山
と
呼
び
、
山
頂
に
は
忠
魂
碑
と
湊
神
社
か
ら
遷
座
さ
れ
た
富
主
姫

神
社
の
社
殿
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
よ
り
、
す
べ
て
流
出
し
て
し
ま
っ
た
。

　

日
和
山
参
道
の
傍
ら
に
あ
っ
た
説
明
版
に
は
、「
日
和
山
は
、
閖
上
漁
港
への
船
の
出
入
り
を
見
る
た
め
と
漁
師
が
気
象
、
海
上
の
様
子
を
見

る
た
め
、
大
正
九
（
一九
二
〇
）
年
に
築
造
さ
れ
た
山
で
す
。
標
高
六
・
三
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
に
は
、
富
主
姫
神
社
の
社
殿
な
ど
が
あ
り
、
地
域

の
人
々
が
集
う
憩
い
の
広
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二

三
（
二
〇
一一）
年
三
月
十
一日
に
発
災
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津

波
に
の
み
込
ま
れ
社
殿
が
流
失
、
石
碑
は
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

山
頂
に
残
っ
た
木
の
幹
に
大
津
波
の
爪
あ
と
が
残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
津

波
は
山
頂
か
ら
二
・一メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
水
位
が
達
し
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
ま
す
。
震
災
後
の
平
成
二
五
（
二
〇
一三
）
年
五
月
に
現
在
の
社

殿
が
再
建
さ
れ
、
日
和
山
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鎮
魂
の

場
所
と
し
て
ま
た
、
名
取
市
全
体
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
重
要
な
場

所
の一つ
に
な
って
い
ま
す
」
と
あ
る
。　

　

ま
た
、
日
和
山
山
頂
富
主
姫
神
社
前
に
立
つ
案
内
板
の
記
載
に
は
、

「
ご
由
緒　

江
戸
時
代
、
塩
場
よ
り
製
造
し
た
塩
を
幕
府
に
献
上
す
る
た

め
、
船
で
江
戸
へ
運
搬
す
る
途
中
、
房
州
（
千
葉
県
南
部
）
沖
で
遭
難
し

た
と
き
、
船
頭
た
ち
が
竹
生
島
弁
財
天
に
祈
願
し
た
こ
と
に
よ
り
無
事

名取市閖上港日和山
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帰
還
で
き
た
と
い
う
御
利
益
に
感
謝
し
竹
生
島
弁
財
天
を
伊
藤
家
（
製
塩
業
）
に
勧
請
し
、
塩
場
近
く
の
沼
に
弁
天
島
を
作
り
氏
神
様
と
し
て

祀
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
も
豊
漁
守
護
の
御
利
益
が
数
々
あ
り
、
町
中
よ
り
参
詣
者
が
絶
え
な
い
こ
と
か
ら
富

主
島（
閖
上
三
丁
目
、
宮
下
橋
付
近
）
に
御
鎮
座
致
し
ま
し
た
。
伊
達
藩
の
貞
山
運
河
開
堀
な
ど
を
機
に一時
富
主
旅
館
へ
御
遷
座
致
し
た
の

ち
、
明
治
四
一
年
に
湊
神
社
に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
九
年
閖
上
の
住
民
に
よ
っ
て
日
和
山
が
築
山
さ
れ
る
と
、
そ
の
山
頂
へ
御
遷
座
致
し

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
三
年
三
月
十
一日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
に
よ
っ
て
御
社
が
流
失
し
ま
し
た
が
、
平
成
二
五
年
五

月
に
新
た
な
御
社
が
建
立
さ
れ
、
閖
上
の
地
を
見
守
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
」「
ご
祭
神
と
ご
神
徳　

市
杵
島
姫
命
を
祭
神
と
し
て
お
り
ま
す
。

市
杵
島
姫
命
は
宗
像
三
神
の
う
ち
の一神
で
、
い
ず
れ
も
美
人
で
あ
る
三
姉
妹
神
の
中
で
も
、
市
杵
島
姫
命
は
と
り
わ
け
美
し
い
姫
神
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
弁
才
天（
弁
天
様
）に
見
立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
開
運
、
商
売
繁
盛
、
技
芸
上
達
、
海
上
安
全
、
航
海
安
全
、
陸
上
安
全
、
漁
業

祈
願
な
ど
地
域
の
崇
敬
を
集
め
て
お
り
ま
す
」「
祭
礼　

五
月
五
日
に
例
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
製
塩
に
ち
な
み
湯
立
て
の
神
楽
が
行
わ
れ
ま
す
」

と
の
説
明
が
あ
る
。

　

こ
の
日
和
山
の
築
造
は
新
し
く
、
大
正
九
年
在
郷
軍
人
分
会
の
発
起
に
よ
る
、
人
々
の
勤
労
奉
仕
で
造
成
さ
れ
た
と
い
う
。
日
和
山
築
造
当

時
と
比
べ
る
と
大
震
災
直
前
の
日
和
山
は
基
壇
部
分
が
埋
ま
っ
て一段
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
は
大
震
災
犠
牲
者
の
鎮
魂
の
場
と

な
って
い
る
。

新
潟
県
新
潟
港
日
和
山

　

続
い
て
、
日
本
海
側
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
新
潟
港
の
東
堀
通
十
三
番
町
に
現
在
で
も
存
在
し
て
い
る
日
和
山
が
あ
る
。
標
高
わ
ず
か
十

二
メ
ー
ト
ル
の
小
山
で
あ
る
。

　

新
潟
港
の
歴
史
は
古
く
、『
日
本
書
紀
』大
化
三（
六
四
七
）年
に
、
渟
足
の
柵（
ぬ
た
り
の
さ
く
）が
置
か
れ
た
と
あ
る
の
が
、
文
献
上
最
初
の
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記
録
だ
と
い
う
（「
入
船
み
な
と
タ
ワ
ー一階
説
明
板
」
に
よ
る
）。
ま
た
、
延
喜
五
（
九
〇
五
）
年
に
醍
醐
天
皇
の
勅
命
で
編
纂
が
開
始
さ
れ
た

律
令
格
式『
延
喜
式
』（
延
長
五（
九
二
七
）年
完
成
）に
信
濃
川
河
口
の
港「
蒲
原
津
」が
越
後
国
の
国
津
と
し
て
記
載
さ
れ
た
と
い
う
。「
蒲
原
津
」

は
、
京
都
へ
敦
賀
港
を
経
て
貢
納
物
（
税
）
を
運
ぶ
た
め
の
積
出
港
と
し
て
の
役
割
を
担
って
い
た
。

　

新
潟
津
の
初
見
は
、
東
国
巡
行
の
京
都
醍
醐
寺
の
僧
が
記
し
た
「
永
禄
六
年
北
国
下
遣
足
帳
」
で
あ
る
と
い
う
。
永
禄
七
（一五
六
四
）
年
六

月
二
十
八
日
、
新
潟
か
ら
蒲
原
、
沼
垂
を
そ
れ
ぞ
れ
舟
で
渡
って
い
る
。
新
潟
津
が
信
濃
川
左
岸
、
沼
垂
湊
が
阿
賀
野
川
右
岸
、
両
河
の
間
に

蒲
原
津
が
あ
っ
た
。
新
潟
津
・
蒲
原
津
・
沼
垂
湊
は
当
時
三
ヶ
津
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
が
文
献
に
現
れ
る
最
初
の
新
潟
港
で
あ
る
と
い
う
。

　

江
戸
の
商
人
河
村
瑞
賢
（
か
わ
む
ら
ず
い
け
ん
）
が
幕
府
の
命
を
受
け
て
寛
文
十
二
（
一六
七
二
）
年
、
西
廻
航
路
を
整
備
す
る
。
元
禄
期

（
一六
八
八
～一七
〇
三
）
の
新
潟
港
は
、
西
廻
航
路
の
発
展
す
る
中
で
、
江
戸
期
の
全
盛
期
を
迎
え
て
い
た
。
当
時
新
潟
港
は
信
濃
川
、
阿
賀

野
川
が
河
口
近
く
で
合
流
し
、
水
深
が
深
く
、
出
入
す
る
大
型
の
北
前
船
に
と
って
良
港
と
な
って
い
た
と
い
う（

５
）。　

　

越
後
の
米
や
大
豆
の
集
積
地
と
し
て
、
ま
た
奥
羽
地
方
か
ら
直
接
京
都
下
関
経
由
で
大
阪
・
江
戸
に
運
ぶ
物
資
運
搬
の
中
継
地
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
担
い
、
新
潟
は
急
速
に
開
け
て
いっ
た
。
幕
末
、
黒
船
来
航
に
よ
って
鎖
国
政
策
が
破
ら
れ
る
と
、
日
米
修
好
通
商
条
約
（
一八

五
八
年
）に
よ
り
、
日
本
は
五
港（
函
館
・
新
潟
・
神
奈
川
・
兵
庫
・
長
崎
）を
開
港
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
新
潟
に
も
異
国
船
が
現
れ

始
め
、
乗
組
員
が
上
陸
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
開
港
の
指
定
を
受
け
た
新
潟
港
で
あ
っ
た
が
、
戊
辰
戦
争
の
影
響
な
ど
で
十
年
後
の
明
治
元
年

十
一月
十
九
日
（
新
暦
一八
六
九
年
一月
一日
）
の
開
港
と
な
っ
た
。
同
時
に
緊
急
避
難
な
ど
の
た
め
の
補
助
港
と
し
て
、
佐
渡
夷
港
（
両
津
港
）

も
開
港
し
た
。

　

新
潟
港
の
日
和
山
の
初
出
は
南
波
松
太
郎
氏（「
新
潟
港
日
和
山
」
の
項
『
前
掲
書
』）に
よ
れ
ば
、
享
保
五
（
一
七
二
〇
）年
あ
た
り
で
は
な
い

か
と
の
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
。
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新
潟
港
旧
日
和
山

　

日
和
山
参
道
入
口
に
立
つ
案
内
板
の
記
述
を
要
約
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
和

船
は
、
雨
や
風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
構
造
だ
っ
た
の
で
、
航
海
に
は
常
に
危
険

が
伴
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
船
頭
は
港
に
近
く
見
晴
ら
し
の
良
い
高
台
で
日
和

（
天
気
）
の
良
し
悪
し
を
見
て
、
出
帆
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
、
河
口
に
位
置
す
る
新
潟
の
湊
は
、「
か
ん
ぬ
き
州
」と
呼
ば
れ
、
浅
瀬
が
で
き

や
す
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、
船
の（
水
戸
）水
路
を
教
え
る
水
先
案

内（
水
戸
教
）が
必
要
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
町
の
北
端
に
あ
る
こ
の
大
地
の
上
に
船

見
櫓
を
設
け
、
日
和
や
船
の
出
入
り
を
観
察
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
日

和
山
は
、
新
潟
港
に
と
っ
て
「
管
制
塔
」
の
役
割
を
果
た
す
、
重
要
な
場
所
で

あ
っ
た
。

頂
上
に
は
、
方
角
を
知
る
た
め
の
「
方
角
石
」、
港
に
入
る
目
印
と
な
る
「
日
和

の
松
」、
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る「
住
吉
神
社
」の
三
つ
の
宝
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と

記
し
て
い
る
。
日
和
山
に
は
様
々
な
解
説
説
明
板
が
建
て
て
あ
り
、
観
光
と
郷
土
研

究
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
案
内
板
を
参
考
に
、
記
し
て
み
よ
う
。

　

◆
日
和
山
山
頂
に
建
つ
住
吉
神
社
（
十
二
・
三
メ
ー
ト
ル
） 

　

住
吉
の
神
は
、
海
上
守
護
の
神
で
あ
る
。
慶
應
元
（
一八
六
五
）
年
に
水
戸
教
を

代
々
務
め
て
い
た
伊
藤
仁
太
郎
が
、
自
宅
に
祀
っ
て
い
た
住
吉
の
神
を
こ
こ
に
移
し

日和山 山頂の住吉神社
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た
の
が
、
神
社
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
三
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
が
、
翌
年
に
は
再
建
さ
れ
た
。（
説
明
板
の
要
約
）

　

◆
明
治
二
四
年
八
月
の
銘
の
あ
る
方
角
石

　

天
保
二
（
一八
三一）
年
、
江
戸
の
絵
師
・
長
谷
川
雪
旦
の
「
北
国
一覧
」
に
描
か
れ
て
い
る
方
角
石
は
、
そ
の
後
、
新
日
和
山
に
移
さ
れ
、
海

岸
決
壊
で
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
方
角
石
は
新
潟
の
石
工
・
田
中
勝
五
郎
の
作
で
、
明
治
二
四
（
一八
九一）
年
に
池
仁
平
ら

が
奉
納
し
ま
し
た
。
ま
た
手
水
鉢
は
明
治
十
七
年
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。（
説
明
板
よ
り
）

　

◆
日
和
の
松

　

古
く
か
ら
山
頂
に
あ
り
ま
し
た
。
長
谷
川
雪
旦
が
新
潟
を
訪
れ
て
描
い
た
「
北
国
一覧
」
に
も
、
日
和
山
の
山
頂
に
松
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
松
が
、
何
代
目
に
当
た
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。（
説
明
板
よ
り
）

　

◆
日
和
山
の
繁
栄

　

湊
だ
け
で
な
く
町
中
も
一
望
で
き
る
高
台
で
あ
っ
た
日
和
山
は
、
多
く
の
人
を
引
き
つ
け
、
新
潟
で
も
有
数
の
名
所
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

（
説
明
板
よ
り
）

　

◆
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

　

日
和
山
は
新
潟
町
の
北
端
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
後
期
ま
で
は
町
で一番
の
高
台
で
し
た
。
明
和
五
（
一七
六
八
）
年
、
度
重
な
る
長
岡
藩
の

御
用
金
徴
収
に
対
し
て
、
町
人
た
ち
が一
揆
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
時
一
揆
勢
が
寄
り
集
ま
っ
た
場
所
が
日
和
山
で
し
た
。
日
和
山
は
、
湊
を

出
入
り
す
る
船
や
新
潟
を
訪
れ
る
旅
人
だ
け
で
な
く
、
街
に
暮
ら
す
人
た
ち
に
と
って
も
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
し
た
。（
説
明
板
）

　

◆
住
吉
神
社
の
日
和
み
く
じ

　

日
和
と
は
、
む
か
し
は
船
乗
り
に
とって
「
順
風
が
吹
く
好
天
気
」
と
い
う
意
味
を
持
って
い
ま
し
た
。
新
潟
港
の
日
和
を
み
る
水
先
案
内
（
水

戸
教
）
発
祥
地
日
和
山
山
頂
に
鎮
座
す
る
「
住
吉
神
社
」
長
年
み
な
と
ま
ち
新
潟
の
安
全
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。
人
生
の
進
路
の
恋
愛
の
ゆ
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く
え
を
示
す
「
日
和
み
く
じ
」
授
与
料　
一体
百
円
な
り
と
い
う
「
日
和
み
く
じ
」
が
頒
布
さ
れ
て
い
た
。

福
井
県
坂
井
市
三
国
湊
日
和
山

　

福
井
県
坂
井
市
三
国
町
北
本
町
の
九
頭
竜
川
河
口
右
岸
の
丘
陵
の
上
に
建
つ
曹

洞
宗
の
寺
、
瑞
雲
山
金
鳳
寺
境
内
が
三
国
湊
日
和
山
で
あ
る
。
三
国
の
日
和
山
は
標

高
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
あ
り
、
三
国
湊
の
船
の
出
入
り
を
見
て
観
天
望
気
を

お
こ
な
っ
た
。

　

金
鳳
寺
境
内
に
設
置
し
て
あ
る
案
内
板
の
記
述
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
三
国

湊
日
和
山
は
、「
船
の
出
入
り
を
決
め
る
た
め
に
、
河
口
の
天
気
模
様
を
確
か
め
た
こ

の
高
台
を
日
和
山
と
呼
ん
だ
。
そ
の
座
に
建
つ
金
鳳
寺
は
曹
洞
宗
禅
寺
。
江
戸
中
期

に
は
、
俳
諧
に
親
し
む
有
力
商
人
た
ち
が
吟
社
を
結
び
、
御
堂
か
ら
三
国
湊
の
風
景

を
楽
し
み
な
が
ら
句
会
を
催
し
た
風
雅
の
地
で
あ
る
。
境
内
に
は
芭
蕉
翁
を
た
た
え

た
初
雪
塚
や
歴
代
宗
匠
の
句
碑
、
木
彫
の
名
人
嶋
雪
斎
の
墓
な
ど
が
並
ぶ
。」（
み
く

に
歴
史
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
三
国
湊
魅
力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

越
前
三
国
あ
き
な
い
処　

平
成
十
七
年
三
月
設
置
）

　

ま
た
、
日
和
山
と
刻
さ
れ
た
標
柱
の
横
面
に
は
「
芭
蕉
の
初
雪
塚
を
建
立
し
余
徳

を
景
仰
し
た
所
で
、
日
和
山
吟
社
由
来
の
地
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　

五
月
十
九
・
二
十
日
に
は
、
盛
大
な
北
陸
三
大
祭
り
と
さ
れ
る
「
三
国
祭
」
が
催
行
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
三
国
湊
の
繁
栄
ぶ
り
を
今
に
伝
え

三国湊日和山
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る
祭
で
あ
る
。

　

以
上
、
伝
統
的
な
海
の
防
災
施
設
と
し
て
の
命
山
と
、
海
と
気
象
を

観
察
し
、
時
と
し
て
防
災
の
役
割
を
果
た
し
た
日
和
山
に
つ
い
て
の
現

地
調
査
の
一
部
を
報
告
し
た
。
こ
れ
ら
の
山
が
、
防
災
の
資
源
と
な
る

で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
感
し
つ
つ
。

註（
１
）  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
社
叢
学
会
『
い
の
ち
の
森
を
た
ど
る
―
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
の
記
録
』
令
和
元
年
所
収
。

（
２
）  

浅
羽
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
浅
羽
町
史 

民
俗
編
』
平
成
十
年
、
三
二
―
三
四
頁
。

（
３
）  

南
波
松
太
郎
『
船
・
地
図
・
日
和
山
』
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
五
十
九
年
、
五
七
七
頁
。

（
４
）  

神
社
本
庁
制
作
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
『
平
成
祭
デ
ー
タ
』
平
成
七
年
。

（
５
）  

菅
瀬
亮
司
・
中
村
義
隆
・
伊
藤
善
允
著
「
新
潟
港
の
『
み
な
と
文
化
』」（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）『
港
別
み
な
と
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
』
一
般
財
団
法
人
み
な
と
総

合
研
究
財
団
、
一
頁
。

三国祭ポスター


